






















加して 9.6台と 28.8 トンになるのに労働者が16人のままであるならば，資本の技術構成は高度に
なったのであり，そのとき，それぞれの価値が変化しないならば，資本の価値構成は，不変資本
124.8 (=96+28.8) と可変資本16 との比7.8と高度になる。これが資本の有機的構成の高度化で
ある。乙の場合，機械 8 台はそのままで増加しなくても，新機械の性能が技術的に20%高まって













































I ~ ~ ~ ., ~ . ~ ~ ,. ~ ~ ~， 1, 600 m 
8, 000 F + 2, 400 Z I 800 cf十 2， 400cz+1 , 600v+ ~一一一一~一一一一 =6.400
600NS 1, 000mk 
























6.5 1 (2) 
高 r (3) 
65/7 {(4) 
















800F +2402 + 160 v = 1, 200 
400F +1202 + 80v 600 
833.3F +2502 + 116. 7v=1, 200 
416.7 F +1252 + 58.3 v = 600 
1, 250 F +3752 + 175 v = 1, 800 
33.3F+ 102 - 43.3v= 0 
16.7F+ 52 - 21.7v= 0 





ら 175人に増加し，同じように可変資本も増加している。 機械は80台から 125台に増加し，原料は




以前と以後とでどのように変化するかをみてみよう。表 1 の第 1 欄と第 3 欄を比べればよい。既
存資本の旧構成のもとでの生産物 640 (=80 cf + 240 cz + 160v+ 160m) の販売によって回収され
た貨幣のうちの可変資本部分160vの一部 116.7だけが，翌年の資本の有機的構成の高度化される
もとでの可変資本に前貸される。注)そして，残りの43.3は， 33.3 と 10 とに分けられる。その場合，
前者の33.3は，過去からの減価償却積立金の取崩し800 とともに新固定資本833.3にむけられ，後









乙の第 4 欄 l乙示された高度な資本の有機的構成をもった本来の純投資に，第 6 欄 I乙示された既
存資本の有機的構成の高度化によって生じる構成変化部分を加えたものは，最後の欄に示された
「純投資」である。乙の「純投資」の大きさは，第 4 欄の本来の純投資と同じである。あるいは


























の諸資本の固定資本を次の表 2 の左に書き抜き，それを産出係数-0.8 として一倍したそれらの
資本の生産物を表 2 の右に示す。乙この生産物はまだ物量表示である。(表 2 のなかの cf， cz, 
V , m については，後節で述べる)
表 2 
固 定 資 本 生 産 物
旧構成 既存資本 800F 80cf+240cz+ 16Ov+ 160m= 640 
包括構成 「純投資」 450F 45cf+ 135cz+ 15v+ 165m= 360 






































既存資本 800F+240Z I 80cf+240cz+16伽+160m=640 
O/F=640/800=0.8 m/(F+Z+v) =160/1 , 200=13. 3% 
新資本 1, 250F +375Z I 125cf+375cz+ 175v+240m=915 
O/F=915/1, 250=0. 732 m/(F +Z十v)=240/1 ，800=13. 3% 
第 1 行目は旧構成の既存資本であり，第 2 行目は有機的構成の高度化された新資本である。そ乙では，産




















































から新資本の0.325 (= 1 '--0.675) に高まるのである。
したがって，生産物価格から減価償却と原料費を除いた純生産物価格 v+mのなかで、は，当然，
賃金の割合は低下し利潤の割合は上昇する。いいかえると，純生産物価格のなかでは，利潤増加
の方向に分配関係が変化するのである。数例では， I日構成の既存資本の場合のO.25v : 0 .25mから




旧構成の既存資本 160m/ ( 800F +240Z+ 16Ov=1, 200) =13. 3% 
高構成の新資本 325m/(1, 250F+375Z+ 175v=1, 800) =18.1 % 
利潤率は13%から 18%に上昇している。いまかりに!日構成の既存資本の利潤率が平均利潤率で
























がし 1っそう I~ :]J支で、あるから，そこでの固定資本追加分は凡である。しかも，乙れらの固定資本追加




なお，一定の産出係数のかわりに，純投資と生産物増加分との関係 L10/ L1(F+Z+v) を用い
































500 -'7Q 10/ 140 一一一 =78.1% 一一一 =21. 9%640 -/0. l./O 640 
+ 165m ~~^ I 253 _^ ~n/ 107 45cf+135cz+ 15v 一一一~一一一一 360 t 一一一ー70.3% 一一一一 =29.7%62NS 103mk一 I 360 -/v. .J/O 360 













































1 _ _ _ _ _ _ . _ _ . _ _ _ . 1. 600 m 
8, OOOF +2, 400Z I 800cf+2, 400cz+ 1, 600v+ ー)一一 =6, 400 1-------, -----, -,---., 600NS 1, 000mk 
5, 000 _'70 1 n/ lkn R""'~$ _ 1, 400 従属需要率= ~'~~~ =78.1% 粗員丁蓄率= ~' -;~~ =21. 9% 6， 400 ・ 6， 400
1 ._ _. 165m 
450F + 135Z I 45cf+ 135cz+ 15v十一→ー~一一 360 1 ----, ----- , --.. 62NS 103mk 
253 WH~~~ 107 従属需要率 360一 =70.3% 粗貯蓄率=ヲ窃ー =29.7%
1 __ _. _ ___ 1.765m; 
8, 450F +2, 535Z I 845cf+2， 535cz十 1 ，615v+ ;:-;:ーー一一-:::-.... , =6, 760 I ----, -, -----, -, ---' , 662NS 1, 103mk -, 










1 __ ., _. _ 160m 
800F +240Z 1 80cH240cz+ 160v十一一一一一一一 =640
1 -~-- , -.~-- , --~. , 60NS 100mk 
640 ;,CI__= 80cf+60NS 産出係数= _':..:~ =0.8 粗貯蓄率 VV'-' J. I VVJ.'I1J =21.9% 800F 'IH'" _--. 640 
1.______ 80m 
450F + 135Z 1 45cH 135cz+ 15v十一一一一一 =275.~~. , ~~~~~， ~~.， 30 NS 50mk 

























される (D' はDlr.平行)。社会的総生産物O2においては，平均粗貯蓄率は上昇し ， S〆線 I乙変位する。
その後においても，資本の有機的構成の高度化がくり返されるときは，限界粗貯蓄率は，その
都度さらに高くなる。
なお，これまで生産物価格と貨幣賃金は一定であるとしてきたが，純投資による生産物増加に
よって超過需要がみたされないときは，生産物価格の上昇は不可避であり，そのときは，利潤は
増加し利潤率は全般的に上昇して，従属需要率の低下と限界粗貯蓄率の上昇とは，さらに著しく
なる。
(付記一本稿は，別に計画中のものの一部である。)
